
 

 

 

 
 

 

【地域課題の意見交換】 

（１）地域における多文化共生について 

ア 出前講座「多文化共生のまちづくり」【国際課】       P.1 

 

【その他】 

・ 令和８年度協働センター等を核とした地域課題解決事業について 

【三方原協働センター】P. 37 

【県居協働センター】P. 39 

【西部協働センター】P. 41 

 

 

 

 

令和８年６月２５日開催 

中央区協議会 

（中地域分科会） 

令和８年度 第３回中央区協議会

（中地域分科会） 

会議資料① 
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際
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3

１
．
多
文
化
共
生
と
は

「
定

住
化

が
進

む
外

国
人

住
民

は
、

同
じ

地
域

で
共

に
生

活
し

、
地

域
経

済
を

支
え

る
大

き
な

力
と

な
っ

て
い

る
と

と
も

に
、

多
様

な
文

化
や

ス
ポ

ー
ツ

等
の

共
存

が
も

た
ら

す
新

し
い
地
域
づ
く
り
の
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ

る
と

の
認

識
に

立
ち

、
す

べ
て

の
住

民
の

総
意

と
協

力
の

も
と

に
、

安
全

で
快

適
な

地
域

社
会

を
築

く
多

文
化

共
生

に
向

け
て

、
新

た
な

ル
ー

ル
や

シ
ス

テ
ム

の
確

立
を

目
指

し
て

い
く

。
」

（
『

地
域

共
生

』
に

つ
い

て
の

「
浜

松
宣

言
」

20
01

年
、

外
国

人
集

住
都

市
会

議
）

多
文
化
共
生
と
は
…

「
国
籍
や
民
族
な
ど
の
異
な
る
人
々
が
互
い
の
文
化
的
差
異
を
認
め
合
い

、
対

等
な

関
係

を
築

こ
う

と
し

な
が

ら
、
地
域
社
会
の
構
成
員
と
し
て
共
に
生
き
て
い
く
こ
と

」

（
『

多
文

化
共

生
の

推
進

に
関

す
る

研
究

会
報

告
書

』
20

06
年

、
総

務
省

）
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２
．
在
留
外
国
人
の
状
況

国
内
の
在
留
外
国
人
の
状
況

※
（

出
典

）
出

入
国

在
留

管
理

庁
資

料
に

加
筆

令
和
７
年
末

41
2万
5,
39
5人

令
和
6年
10
月
末

23
0万
2,
58
7人

直
近
3年
間
で
10
5万
18
2人
増
。

20
60
年
代
に
は
在
留
外
国
人
比
率
が
1割
超
?

（
※
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
将
来
推
計
）
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外
国
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状
況

国
内
の
在
留
外
国
人
の
状
況

※
（

出
典

）
出

入
国

在
留

管
理

庁
資

料
数

値
は

20
24

年
末

時
点

）
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２
．
在
留
外
国
人
の
状
況

※
法

務
省
H
P

よ
り

在
留
資
格
一
覧
表

※
浜
松
市
の
外
国
人
市
民
の
６
割
が
有
す
る
在
留
資
格
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8

国
の
受
入
れ
に
関
す
る
主
な
動
き

２
．
在
留
外
国
人
の
状
況

 
20

12
.5

高
度

外
国

人
材

の
受

入
れ

（
20

12
.5

開
始

）
 

20
15

.7
～

国
家

戦
略

特
区

に
よ

る
受

入
れ

の
推

進
 

20
17

.9
在

留
資

格
「

介
護

」
の

創
設

（
20

17
.9

開
始

）
 

20
17

.1
1

外
国

人
技

能
実

習
制

度
の

拡
充

 
20

18
.7

日
系

四
世

の
更

な
る

受
入

れ
 

20
19

.4
在

留
資

格
「

特
定

技
能

」
の

創
設

 
20

23
.8

「
特

定
技

能
2号

」
の

対
象

分
野

追
加

―
建

設
分

野
、

造
船

・
舶

用
工

業
分

野
（

う
ち

溶
接

区
分

）
の

み
対

象
に

次
の

分
野

を
追

加

ー
特

定
技

能
１

号
の

特
定

産
業

分
野

の
う

ち
介

護
分

野
以

外
に

お
い

て
特

定
技

能
２

号
の

受
入

れ
が

可
能

に
 

20
23

.1
1

「
技

能
実

習
」

「
特

定
技

能
」

の
在

り
方

に
関

す
る

有
識

者
会

議
に

よ
る

最
終

報
告

 
20

24
.6

入
管

法
改

正
案

が
成

立
➡

20
27

.6
ま

で
に

施
行

―
「

技
能

実
習

」
制

度
を

廃
止

し
「

育
成

就
労

」
制

度
へ

移
行

特
定

技
能

1号
水

準
の

技
能

を
有

す
る

人
材

育
成

と
当

該
分

野
の

人
材

確
保

を
目

的
と

す
る

こ
と

が
明

確
に

示
さ

れ
た

 
20

25
.1

0
在

留
資

格
「

経
営

・
管

理
」

の
許

可
基

準
の

見
直

し

ビ
ル

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

、
素

形
材

・
産

業
機

械
・

電
気

電
子

情
報

関
連

製
造

業
、

自
動

車
整

備
、

航
空

、
宿

泊
、

農
業

、
漁

業
、

飲
食

料
品

製
造

業
、

外
食

業
、

造
船

・
舶

用
工

業
分

野
（

業
務

区
分

全
て

）

特
定
の
分
野
に
お
け
る
労
働
力
不
足
を
補
う
た
め
の
法
・
制
度
改
正
が
進
む
。

直
近
で
は
、
「
技
能
実
習
」
制
度
廃
止
と
「
育
成
就
労
」
制
度
へ
の
移
行
が
決
定
。
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国
の
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国
人
施
策

２
．
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国
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況

 
20

12
.7

外
国

人
登

録
制

度
の

廃
止

・
外

国
人

住
民

が
住

民
基

本
台

帳
制

度
の

施
行

 
20

18
.1

2
「

外
国

人
材

の
受

入
れ

・
共

生
に

関
す

る
総

合
的

対
応

策
」

の
策

定
（

12
6項

目
）

 
20

19
.4

「
出

入
国

在
留

管
理

庁
」

の
新

設
、

出
入

国
在

留
管

理
基

本
計

画
の

策
定

 
20

19
.6

   
  「

日
本

語
教

育
の

推
進

に
関

す
る

法
律

」
の

公
布

・
施

行
 

20
20

.8
「

在
留

支
援

の
た

め
の

や
さ

し
い

日
本

語
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

の
策

定
 

20
20

.9
   

  「
地

域
に

お
け

る
多

文
化

共
生

推
進

プ
ラ

ン
」

の
改

訂
 

20
21

.1
0

「
日

本
語

教
育

の
参

照
枠

」
の

取
り

ま
と

め
 

20
22

.6
「

外
国

人
と

の
共

生
社

会
の

実
現

に
向

け
た

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

」
の

公
表

 
20

24
.3

「
外

国
人

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
養

成
の

在
り

方
等

に
つ

い
て

」
の

公
表

―
令

和
6（

20
24

）
年

度
～

「
外

国
人

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

」
養

成
研

修
の

開
始

 
20

24
.4

「
日

本
語

教
育

の
適

正
か

つ
確

実
な

実
施

を
図

る
た

め
の

日
本

語
教

育
機

関
の

認
定

等
に

関
す

る
法

律
」

の
施

行
―

令
和

6（
20

24
）

年
度

～
日

本
語

教
師

の
国

家
資

格
化

「
登

録
日

本
語

教
員

」
 

20
25

.7
 

「
外

国
人

と
の

秩
序

あ
る

共
生

社
会

推
進

室
」

の
設

置

総
合
的
な
共
生
施
策
は
20
18
年
末
か
ら
本
格
実
施
、
近
年
は
専
門
人
材
の
育
成
な
ど
が
進
む
。

20
25
年
の
参
院
選
以
降
、
規
制
強
化
に
向
か
う
方
向
が
続
い
て
い
る
。
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都
市

名
20

18
年

20
19

年
20

20
年

20
21

年
20

22
年

20
23

年
20

24
年

浜
松

市
25

,1
62

26
,5

20
26

,3
52

25
,7

12
27

,6
72

29
,7

17
31

,2
10

静
岡

市
10

,0
53

10
,9

37
 

11
,1

44
10

,8
25

11
,4

83
12

,2
53

14
,1

69

磐
田

市
8,

11
7

8,
70

3
8,

76
1

8,
65

9
9,

36
3

10
,0

53
10

,2
95

富
士

市
5,

66
3

6,
07

3
6,

03
2

5,
84

1
6,

31
3

6,
99

1
7,

85
1

掛
川

市
4,

47
9

4,
84

7
4,

58
5

4,
48

7
4,

82
8

5,
20

5
5,

63
3

袋
井

市
4,

48
3

5,
04

6
4,

82
5

4,
78

0
5,

55
1

5,
92

2
6,

17
7

沼
津

市
4,

30
0

4,
59

7
4,

51
3

4,
29

7
4,

86
2

5,
32

7
5,

81
8

焼
津

市
4,

17
9

4,
59

0
4,

77
1

4,
81

9
5,

22
5

5,
64

9
5,

99
6

菊
川

市
3,

47
2

3,
88

2
3,

73
8

3,
68

9
3,

87
8

4,
03

2
4,

21
1

湖
西

市
3,

15
3

3,
58

1
3,

59
1

3,
54

4
3,

89
3

4,
38

5
4,

45
0

そ
の

他
19

,3
98

21
,3

72
21

,3
17

20
,6

85
23

,2
77

26
10

8
28

,4
71

県
内

合
計

92
,4

59
10

0,
14

8
99

,6
29

97
,3

38
10

6,
34

5
11

5,
64

2
12

4,
28

1

10

２
．
在
留
外
国
人
の
状
況

※
法

務
省

「
在

留
外

国
人

統
計

」
各

年
12

月
末

現
在

静
岡
県
内
自
治
体
と
の
比
較

県
内
の
外
国
人
の
４
分
の
１
以
上
が
浜
松
市
に
居
住

（
人

）
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２
．
在
留
外
国
人
の
状
況

 
19
90
年
の
改
正
入
管
法
施
行
を
機
に
ブ
ラ
ジ
ル
や
ペ
ル
ー
な
ど
の
南
米
日
系
人
を
中
心
に
急
増

 
近
年
は
ベ
ト
ナ
ム
人
の
増
加
が
顕
著
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
増
加
傾
向

0

5,
00

0

10
,0

00

15
,0

00

20
,0

00

25
,0

00

30
,0

00

35
,0

00

そ
の
他

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ベ
ト
ナ
ム

韓
国
又
は
朝
鮮

ペ
ル
ー

中
国

フ
ィ
リ
ピ
ン

ブ
ラ
ジ
ル

2万
98

4人

3万
33

26
人

27
37

人

改
正

入
管

法
施

行
リ

ー
マ

ン
・
シ

ョ
ッ

ク

急
増

減
少

3万
11

81
人

再
増

（
人
）

※
各

年
末

時
点

浜
松
市
の
外
国
人
市
民
の
状
況

< 12 >
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２
．
在
留
外
国
人
の
状
況

※
20

26
年

4月
1日

現
在

浜
松
市
の
外
国
人
市
民
の
状
況

ブ
ラ

ジ
ル

9
,2

9
4
 

(2
8
.9

%
)

ベ
ト

ナ
ム

5
,1

1
9
 

(1
5
.9

%
)

フ
ィ

リ
ピ

ン

4
,8

3
7
 

(1
5
.0

%
)

中
国

2
,3

6
1
 

(7
.3

%
)

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

2
,3

0
9
 

(7
.2

%
)

ペ
ル

ー

1
,7

3
5
 

(5
.4

%
)

韓
国

9
6
9
 

(3
.0

%
)

ミ
ャ

ン
マ

ー

7
5
7
 

(2
.4

%
)

ネ
パ

ー
ル

7
4
4
 

(2
.3

%
)

イ
ン

ド

6
3
6
 

(2
.0

%
)

そ
の

他

3
,3

9
1
 

(1
0
.5

%
)

国
籍
・
地
域
別

総
数

:
30

,9
85

人

永
住

者

1
2
,7

5
4
 

(4
1
.2

%
)

定
住

者

4
,8

1
4
 

(1
5
.5

%
)

技
能

実
習

3
,1

5
8
 

(1
0
.2

%
)

技
術

人
文

知
識

国
際

2
,1

9
5
 

(7
.1

%
)

特
定

技
能

1
号

1
,9

0
0
 

(6
.1

%
)

日
本

人
の

配
偶

者
等

1
,2

5
8
 

(4
.1

%
)

家
族

滞
在

1
,3

8
4
 

(4
.5

%
)

留
学

8
7
7
 

(2
.8

%
)

永
住

者
の

配
偶

者
等

8
6
4
 

(2
.8

%
)

そ
の

他

1
,7

8
1
 

(5
.7

%
)

在
留
資
格
別

総
数

:
30

,9
85

人

 
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
南
米
系
出
身
者
が
3割
超
を
占
め
る
が
、
近
年
は
ア
ジ
ア
系
な
ど
多
国
籍
化
が
進
む

 
永
住
者
や
定
住
者
な
ど
⾧
期
滞
在
が
可
能
な
身
分
系
在
留
資
格
の
割
合
が
約
6割
を
占
め
る
（
定
住
化
）

 
輸
送
用
機
器
等
の
製
造
業
に
従
事
す
る
割
合
が
高
く
、
近
年
は
技
能
実
習
が
増
加
傾
向

< 13 >



0

2,
00

0

4,
00

0

6,
00

0

8,
00

0

10
,0

00

12
,0

00

14
,0

00

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

20
23

20
24

20
25

永
住

者

定
住

者

日
本

人
の

配
偶

者
等

技
能

実
習

特
別

永
住

者

留
学

永
住

者
の

配
偶

者
等

家
族

滞
在

技
術

・人
文

知
識

・
国

際

業
務

特
定

技
能

そ
の

他

13

浜
松
市
の
外
国
人
市
民
の
状
況

２
．
在
留
外
国
人
の
状
況

 
技
能
実
習
の
増
加
が
顕
著
、
特
定
技
能
も
増
加
傾
向

 
高
度
外
国
人
材
が
徐
々
に
増
加
、
そ
れ
に
伴
い
共
に
来
日
す
る
家
族
滞
在
が
増
加
傾
向

（
人
）

（
年
）

各
12
月
末
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２
．
在
留
外
国
人
の
状
況

国
籍

・
地

域
20

15
.1

20
25

.1
増

減
主

な
在

留
資

格
（

上
位

順
）

フ
ィ

リ
ピ

ン
3,

17
2人

4,
70

9人
＋

1,
53

7人
（

15
0％

増
）

永
住

者
、

定
住

者
、

技
能

実
習

、
日

本
人

の
配

偶
者

等
、

永
住

者
の

配
偶

者
等

ベ
ト

ナ
ム

1,
28

6人
4,

88
2人

＋
3,

59
6人

（
38

0％
増

）
技

能
実

習
、

永
住

者
、

技
人

国
、

特
定

技
能

、
家

族
滞

在

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

66
8人

1,
87

5人
＋

1,
20

7人
（

28
0％

増
）

技
能

実
習

、
特

定
技

能
、

永
住

者
、

定
住

者
、

技
人

国

在
留

資
格

20
15

.1
20

25
.1

増
減

主
な

国
籍

・
地

域
（

上
位

順
）

技
能

実
習

1,
21

4人
3,

14
3人

＋
1,

92
9人

（
26

0％
増

）
ベ

ト
ナ

ム
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

、
フ

ィ
リ

ピ
ン

、
ミ

ャ
ン

マ
ー

留
学

58
0人

1,
10

9人
＋

52
9人

（
19

0％
増

）
ミ

ャ
ン

マ
ー

、
ネ

パ
ー

ル
、

ベ
ト

ナ
ム

、
中

国
、

ス
リ

ラ
ン

カ

家
族

滞
在

43
0人

1,
23

9人
＋

80
9人

（
29

0％
増

）
ベ

ト
ナ

ム
、

イ
ン

ド
、

ネ
パ

ー
ル

、
中

国

増
加
傾
向
に
あ
る
国
籍
・
地
域
、
在
留
資
格
（
20
15
年
→
20
25
年
）

< 15 >



１
．
多
文
化
共
生
と
は

２
．
在
留
外
国
人
の
状
況

３
．
浜
松
市
の
多
文
化
共
生
施
策

４
．
今
後
に
向
け
て

15

本
日
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

< 16 >
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主
な
変
遷

3．
浜
松
市
の
多
文
化
共
生
施
策

 
19
82
年

浜
松
国
際
交
流
協
会
を
設
立
（
※
19
91
年
財
団
法
人
、
20
10
年
公
益
財
団
法
人
に
改
組
）

 
19
91
年

企
画
部
内
に
国
際
交
流
室
を
新
設
（
※
19
99
年
国
際
室
、
20
03
年
国
際
課
へ
改
称
）

 
19
92
年

浜
松
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
現
浜
松
市
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
）
開
設

 
20
01
年

浜
松
市
世
界
都
市
化
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
（
※
20
08
年
改
訂
）

 
20
01
年

外
国
人
集
住
都
市
会
議
を
提
唱
・
設
立
、
第
1回
会
議
を
浜
松
市
で
開
催

 
20
10
年

浜
松
市
外
国
人
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

 
20
11
年

外
国
人
の
子
ど
も
の
不
就
学
ゼ
ロ
作
戦
事
業
開
始

 
20
12
年

日
韓
欧
多
文
化
共
生
都
市
サ
ミ
ッ
ト
20
12
浜
松
開
催

 
20
13
年

浜
松
市
多
文
化
共
生
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
（
※
以
降
、
2度
改
定
）

 
20
15
年

外
国
人
集
住
都
市
会
議
は
ま
ま
つ
20
15
開
催

 
20
17
年

イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
シ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟

 
20
19
年

都
市
間
連
携
サ
ミ
ッ
ト
20
19
浜
松
開
催

 
20
20
年

外
国
人
雇
用
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
を
浜
松
市
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設

 
20
21
年

外
国
人
材
活
躍
促
進
事
業
（
外
国
人
材
活
躍
宣
言
認
定
事
業
所
等
）
開
始

 
20
24
年

イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
シ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
20
24
浜
松
開
催

< 17 >
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3．
浜
松
市
の
多
文
化
共
生
施
策

多
文
化
共
生
都
市
ビ
ジ
ョ
ン

相
互
の
理
解
と尊
重
の
も
と、
創
造
と成
⾧
を
続
け
る
、
とも
に
築
く多
文
化
共
生
都
市

【
重

点
取

組
】

①
外

国
人

材
の

活
躍

促
進

②
総

合
的

・
体

系
的

な
日

本
語

教
育

の
推

進
③

日
常

生
活

や
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

支
援

体
制

の
構

築
④

危
機

管
理

体
制

の
強

化
⑤

デ
ジ

タ
ル

ツ
ー

ル
の

活
用

・
D

Xの
推

進

 
20

13
年

3月
策

定
（

20
18

、
20

23
年

改
訂

:
現

在
第

3次
）

※
計

画
期

間
:

20
23

～
20

27
年

度

 
生

活
支

援
な

ど
の

課
題

解
決

型
の

多
文

化
共

生
の

取
組

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
外

国
人

材
の

活
躍

を
さ

ら
に

促
進

し
、

多
様

な
人

材
と

と
も

に
都

市
を

発
展

さ
せ

る
価

値
創

造
型

の
多

文
化

共
生

社
会

を
目

指
す

協
働

創
造

安
心

認
め
合
い
、
手
を
取
り
合
い
、
と

も
に
築
く
ま
ち

多
様
性
を
生
か
し
て
新
た
な
価
値
・

文
化
を
生
み
出
す
ま
ち

誰
も
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

【
目

指
す

方
向

性
】

【
目

指
す

都
市

の
将

来
像

】

< 18 >
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3．
浜
松
市
の
多
文
化
共
生
施
策

多
文
化
共
生
都
市
ビ
ジ
ョ
ン

協 働 創 造 安 心

< 19 >
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◆
浜
松
市
外
国
人
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

多
文

化
共

生
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
な

ど
の

専
門

ス
タ

ッ
フ

を
配

置
し

、
地

域
に

お
け

る
多

文
化

共
生

の
取

組
な

ど
、

外
国

人
市

民
の

定
住

化
に

対
応

し
た

さ
ま

ざ
ま

な
支

援
を

包
括

的
に

実
施

（
20

08
年

7月
改

組
）

※
前

身
の

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

は
19

92
年

開
設

【
主

な
事

業
】

○
多

言
語

相
談

・
情

報
提

供
【

多
文

化
共

生
総

合
相

談
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
セ

ン
タ

ー
】

○
地

域
共

生
事

業
○

多
文

化
防

災
事

業
○

人
材

育
成

事
業

○
多

様
性

を
生

か
し

た
ま

ち
づ

く
り

○
多

文
化

共
生

理
解

促
進

・
活

動
支

援
事

業
〇

外
国

人
材

帯
同

家
族

に
対

す
る

日
本

語
教

室
や

生
活

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

（
20

25
年

度
～

）

外
国

人
の

大
人

か
ら

子
供

ま
で

を
対

象
と

し
た

総
合

的
な

学
習

支
援

の
施

設
の

拠
点

と
し

て
日

本
語

教
室

や
日

本
語

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

養
成

講
座

な
ど

を
市

民
協

働
に

よ
り

実
施

（
20

10
年

1月
18

日
開

設
）

※
2F

=
南

米
系

外
国

人
学

校
ム

ン
ド

・
デ

・
ア

レ
グ

リ
ア

が
入

居

【
主

な
事

業
】

〇
外

国
人

市
民

を
対

象
と

し
た

日
本

語
教

室
〇

日
本

語
学

習
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
養

成
講

座
○

N
PO

等
支

援
団

体
と

連
携

し
た

地
域

日
本

語
学

習
支

援
〇

多
文

化
理

解
・

交
流

の
た

め
の

講
座

や
イ

ベ
ン

ト
○

外
国

に
つ

な
が

る
次

世
代

の
学

習
支

援

拠
点
施
設

◆
浜
松
市
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

3．
浜
松
市
の
多
文
化
共
生
施
策

< 20 >
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拠
点
施
設
:
浜
松
市
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

3．
浜
松
市
の
多
文
化
共
生
施
策

お
と
な
り
さ
ん
は
外
国
人
?!

浜
松
市
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

< 21 >



21

拠
点
施
設
:
浜
松
市
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

3．
浜
松
市
の
多
文
化
共
生
施
策

●
地
域
へ
の
取
組
み

①
生
活
ル
ー
ル
の
周
知
／
理
解

自
治
会
活
動
や
、
ご
み
出
し
・
分
別
方
法
の
説
明
会
、
防
災
訓
練
な
ど
通
訳
派
遣
や
、

多
言
語
で
の
回
覧
文
の
様
式
を
公
開
す
る
と
と
も
に
回
覧
文
書
翻
訳
に
対
応

②
地
域
で
の
事
例
共
有

地
域
共
生
自
治
会
会
議
を
開
催
し
、
外
国
人
住
民
か
ら
の
視
点
も
踏
ま
え
、

地
域
で
の
課
題
や
事
例
を
共
有
す
る
場
と
し
て
い
ま
す
。

③
講
師
の
紹
介

外
国
人
住
民
の
状
況
や
多
文
化
共
生
の
取
組
み
、
各
国
の
文
化
理
解
の
講
座
に
つ
い
て

④
な
ん
で
も
相
談
窓
口

多
言
語
で
の
生
活
相
談
、
各
専
門
家
（
入
管
、
弁
護
士
、
社
労
士
等
）
と
の
連
携

⑤
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
支
援

防
災
、
祭
り
、
自
治
会
な
ど
へ
の
外
国
人
住
民
参
加
呼
び
か
け
、
効
果
的
に
行
う
工
夫
等

●
そ
の
他
の
取
組

・
人
材
育
成
（
外
国
人
防
災
リ
ー
ダ
ー
、
地
域
社
会
で
の
相
互
理
解
を
進
め
る
人
材
）

・
多
文
化
共
生
活
動
団
体
へ
の
助
言
や
支
援
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

・
家
族
滞
在
者
等
に
向
け
た
、
新
生
活
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

・
外
国
人
材
を
雇
用
す
る
企
業
支
援
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
等
）

・
情
報
発
信
、
多
文
化
共
生
に
関
す
る
啓
発

< 22 >



生
活
ル
ー
ル
の
周
知
、
理
解

3．
浜
松
市
の
多
文
化
共
生
施
策

安
心

●
地
域
へ
の
取
組
み

各
国
語
の
説
明
文
書
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開

・
自
治
会
の
活
動
に
つ
い
て
の
説
明
文

ex
)費
用
、
活
動
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

→
 各
自
治
会
の
実
態
に
合
わ
せ
記
載
し
た
も
の
を

必
要
な
言
語
に
翻
訳
を
し
ま
す
。

・
草
取
り
、
夏
祭
り
、
防
災
訓
練
ち
ら
し

・
短
文
の
案
内

（
自
治
会
費
等
の
請
求
、

〇
〇
に
ご
み
を
捨
て
な
い
で
、

草
刈
り
）

・
集
会
所
規
定

な
ど

22
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＜
7言

語
対

応
＞

・
英

語
・

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

・
や

さ
し

い
日

本
語

・
ス

ペ
イ

ン
語

・
フ

ィ
リ

ピ
ノ

語
・

中
国

語
・

ベ
ト

ナ
ム

語

◆
外

国
語

版
広

報
は

ま
ま

つ
（

英
語

・
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
・

や
さ

し
い

日
本

語
）

◆
市

公
式

多
言

語
生

活
情

報
サ

イ
ト

「
カ

ナ
ル

・
ハ

マ
マ

ツ
」

◆
ウ

ェ
ル

カ
ム

パ
ッ

ク

◆
防

災
ホ

ッ
と

メ
ー

ル
（

や
さ

し
い

日
本

語
・

英
語

・
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
）

【
掲

載
内

容
】

教
育

、
防

災
、

税
金

、
福

祉
、

ご
み

・
リ

サ
イ

ク
ル

、
健

康
と

医
療

、
労

働
等

▲
広

報
プ

ラ
ス

は
ま

ま
つ

（
お

よ
そ

10
0か

国
の

言
語

で
の

自
動

翻
訳

）

生
活
・
行
政
情
報
の
多
言
語
化
及
び
発
信

3．
浜
松
市
の
多
文
化
共
生
施
策

安
心

◆
行

政
窓

口
で

の
多

言
語

通
訳

用
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

や
電

話
対

応
時

の
3者

間
通

話
の

活
用

土
砂

災
害

や
河

川
氾

濫
避

難
所

の
開

設
等

の
情

報
を

多
言

語
で

配
信

。

< 24 >
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3．
浜
松
市
の
多
文
化
共
生
施
策

や
さ
し
い
日
本
語
の
活
用
促
進

安
心

外
国
人
対
応
は
外
国
語
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
？

→
日
本
語
が
、
あ
る
程
度
わ
か
る
外
国
人
市
民
は
多
い

日
本
語
で
会
話
す
る
こ
と
が
「
ま
あ
ま
あ
で
き
る
」
「
わ
り
と
で
き
る
」

「
ほ
ぼ
完
全
に
で
き
る
」
と
回
答
し
た
割
合

ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
を
読
む
こ
と
が
「
ま
あ
ま
あ
で
き
る
」
「
わ
り
と
で
き
る
」

「
ほ
ぼ
完
全
に
で
き
る
」
と
回
答
し
た
割
合

80
.1
%

78
.6
%

20
21
年
度
実
施
「
浜
松
市
に
お
け
る
日
本
人
市
民
及
び
外
国
人
市
民
の
意
識
実
態
調
査
」
よ
り

や
さ
し
い
日
本
語
と
は
？

普
段
使
用
し
て
い
る
日
本
語
よ
り
も
簡
単
で
、
だ
れ
で
も
分
か
り
や
す
い
日
本
語

■
ス
テ
ッ
プ
１

短
文
・
単
文
に
す
る

（
例
）
た
だ
ち
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い

→
た
だ
ち
に
／
避
難
し
て
／
く
だ
さ
い

■
ス
テ
ッ
プ
２

や
さ
し
い
こ
と
ば
に
変
換
す
る
（
具
体
的
に
す
る
）

（
例
）
た
だ
ち
に

→
す
ぐ
に

避
難
し
て

→
逃
げ
て

⇒
す
ぐ
に
／
逃
げ
て
／
く
だ
さ
い

■
ス
テ
ッ
プ
３

や
さ
し
い
文
法
に
変
換
す
る

（
例
）
余
震
が
く
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
た
だ
ち
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い

⇒
す
ぐ
に
／
逃
げ
て
／
く
だ
さ
い
／
こ
の
後
／
ま
た
／
揺
れ
る
／
か
も
し
れ
ま
せ
ん

■
参
考
資
料

在
留
支
援
の
た
め
の
や
さ
し
い
日
本
語
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
出
入
国
在
留
管
理
庁
・
文
化
庁
）

< 25 >



区
分

内
容

母
語

に
よ

る
相

談
＠

多
文

化
共

生
総

合
相

談
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
セ

ン
タ

ー

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

、
英

語
、

ス
ペ

イ
ン

語
、

中
国

語
、

フ
ィ

リ
ピ

ノ
語

、
ベ

ト
ナ

ム
語

、
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
語

専
門

機
関

と
連

携
し

た
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
相

談
＠

多
文

化
共

生
総

合
相

談
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
セ

ン
タ

ー

○
在

留
手

続
き

相
談

➡
出

入
国

在
留

管
理

庁
と

連
携

（
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
、

ス
ペ

イ
ン

語
）

○
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

相
談

➡
市

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

と
連

携
（

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

対
応

の
ブ

ラ
ジ

ル
人

心
理

士
2名

を
配

置
、

英
語

、
ス

ペ
イ

ン
語

、
中

国
語

フ
ィ

リ
ピ

ノ
語

、
ベ

ト
ナ

ム
語

、
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
語

）
○

法
律

相
談

➡
静

岡
県

弁
護

士
会

と
連

携
（

英
語

、
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
、

ス
ペ

イ
ン

語
、

フ
ィ

リ
ピ

ノ
語

）
○

行
政

書
士

相
談

➡
静

岡
県

行
政

書
士

会
西

遠
支

部
と

連
携

（
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
、

ス
ペ

イ
ン

語
）

○
税

務
相

談
➡

東
海

税
理

士
会

浜
松

西
支

部
と

連
携

（
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
、

ス
ペ

イ
ン

語
、

フ
ィ

リ
ピ

ノ
語

）
○

雇
用

・
就

労
相

談
➡

地
元

経
済

団
体

と
連

携

市
役

所
窓

口
等

の
通

訳
○

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

通
訳

職
員

約
30

名
（
配
置
：
窓
口
・
税
金
・
保
健
・
福
祉
・
教
委
等
）

○
英

語
通

訳
職

員
2名
（
国
際
交
流
員
）

25

多
言
語
に
よ
る
生
活
相
談
や
情
報
提
供
・
通
訳
職
員
の
配
置

3．
浜
松
市
の
多
文
化
共
生
施
策

安
心

< 26 >



26

◆
浜
松
市
災
害
時
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー

◆
災
害
時
多
言
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

◆
多
文
化
防
災
訓
練
の
実
施

自
治

会
や

地
域

の
総

合
病

院
（

遠
州

病
院

）
等

と
連

携
し

、
外

国
人

市
民

を
巻

き
込

ん
だ

多
文

化
防

災
訓

練
を

実
施

災
害

時
多

言
語

支
援

セ
ン

タ
ー

の
体

制
整

備
の

一
環

と
し

て
、

バ
イ

リ
ン

ガ
ル

に
よ

る
災

害
時

多
言

語
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
躍

を
促

す
た

め
の

養
成

研
修

を
実

施
（

20
15

年
度

～
）

3．
浜
松
市
の
多
文
化
共
生
施
策

安
心

危
機
管
理
対
策
（
災
害
・
感
染
症
等
）

大
規

模
災

害
が

発
生

し
た

際
に

外
国

人
支

援
活

動
を

行
う

拠
点

と
し

て
、

公
益

財
団

法
人

浜
松

国
際

交
流

協
会

（
H

IC
E）

と
の

連
携

に
よ

り
浜

松
市

多
文

化
共

生
セ

ン
タ

ー
内

へ
設

置
＜

主
な

活
動

＞
〇

災
害

時
に

外
国

人
に

対
し

て
提

供
が

必
要

な
情

報
の

収
集

及
び

多
言

語
に

よ
る

発
信

〇
外

国
人

か
ら

の
相

談
・

問
合

せ
等

へ
の

対
応

〇
避

難
所

等
へ

の
通

訳
者

派
遣

と
外

国
人

の
避

難
状

況
把

握
な

ど
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◆
浜
松
市
多
文
化
共
生
推
進
協
議
会

オ
ー
ル
浜
松
で
の
取
組
推
進

◆
浜
松
市
外
国
人
市
民
共
生
審
議
会

◆
は
ま
ま
つ
多
文
化
共
生
活
動
表
彰
制
度

多
文

化
共

生
社

会
づ

く
り

に
積

極
的

に
取

り
組

み
、

他
の

模
範

と
な

る
優

れ
た

先
駆

的
・

継
続

的
な

取
り

組
み

を
行

っ
て

い
る

団
体

、
個

人
を

表
彰

す
る

こ
と

で
、

多
文

化
共

生
の

成
功

・
優

良
事

例
を

共
有

（
20

18
年

度
創

設
）

多
文

化
共

生
の

推
進

に
携

わ
る

各
種

団
体

・
関

係
機

関
や

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

代
表

ら
の

参
画

を
得

て
、

多
文

化
共

生
の

ま
ち

づ
く

り
を

オ
ー

ル
浜

松
で

推
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

開
催

。
（

20
12

年
度

設
立

）
※

参
加

14
団

体
・

機
関

（
浜

松
市

、
浜

松
商

工
会

議
所

、
浜

松
自

治
会

連
合

会
、

浜
松

市
民

生
委

員
児

童
委

員
協

議
会

、
在

浜
松

ブ
ラ

ジ
ル

総
領

事
館

、
法

務
省

名
古

屋
出

入
国

在
留

管
理

局
浜

松
出

張
所

、
厚

生
労

働
省

静
岡

労
働

局
浜

松
労

働
基

準
監

督
署

、
厚

生
労

働
省

静
岡

労
働

局
浜

松
公

共
職

業
安

定
所

、
静

岡
県

警
察

浜
松

市
警

察
部

、
浜

松
市

教
育

委
員

会
、

公
益

財
団

法
人

浜
松

国
際

交
流

協
会

、
浜

松
市

外
国

人
市

民
共

生
審

議
会

、
浜

松
市

地
域

日
本

語
教

育
総

合
調

整
会

議
等

）

外
国

人
市

民
が

市
民

生
活

を
営

む
上

で
の

諸
問

題
や

日
本

人
市

民
と

外
国

人
市

民
と

の
共

生
の

推
進

等
に

つ
い

て
調

査
・

審
議

。
（

前
身

の
市

民
会

議
は

20
00

年
設

置
、

20
08

年
度

～
条

例
設

置
）

⇨
外
国
人
市
民
か
ら
直
接
声
を
聴
く
公
的
機
会
を
設
け
、
提
言
を
施
策
へ
反
映

◇
任

期
3年

20
23

年
4月

か
ら

第
7期

◇
構

成
=

委
員

10
名

（
第

7期
:

ブ
ラ

ジ
ル

1、
フ

ィ
リ

ピ
ン

1、
ベ

ト
ナ

ム
1、

中
国

1、
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
2、

韓
国

1、
ペ

ル
ー

1、
学

識
経

験
者

、
知

識
経

験
者

）

3．
浜
松
市
の
多
文
化
共
生
施
策

協
働

27
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１
．
多
文
化
共
生
と
は

２
．
在
留
外
国
人
の
状
況

３
．
浜
松
市
の
多
文
化
共
生
施
策

４
．
今
後
に
向
け
て

28

本
日
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
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4．
今
後
に
向
け
て

 
多
様
な
文
化
背
景
を
持
つ
住
民
同
士
の
相
互
交
流
や
対
話
の
機
会
の
充
実

 
多
様
性
を
新
た
な
文
化
の
創
造
・発
信
や
地
域
の
活
性
化
に
生
か
し
た
取
組
の
推
進

 
類
似
し
た
課
題
を
抱
え
る
国
内
外
の
多
文
化
共
生
都
市
と
の
連
携
強
化
を
通
じ
た
課
題
解
決

多
様
性
を
都
市
の
活
力
や
発
展
に
つ
な
げ
る

「
誰
も
が
活
躍
で
き
る
多
文
化
共
生
都
市
・
浜
松
」
の
実
現
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ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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令和８年度協働センター等を核とした地域課題解決事業について 

中央区区振興課（三方原協働センター） 

件  名 三方原音頭（佐伯一郎作詞作曲）再興事業 

事業の概要 

(背景、経緯、 

 現状、課題等) 

１背景 

・一昔前は、納涼祭などでは必ず「三方原音頭」の曲が流れ、皆で踊って

いたが、最近では曲を耳にする機会自体が減少している。 

２経緯 

・指導できる方たちが地域に居る間に若い世代へ伝え、「三方原音頭」の再

興ができないだろうかと地域住民から要望があった。 

・三方原地区社会福祉協議会では、令和 4年度から三方原小学校「4年生の

総合学習 福祉」の時間に、「三方原音頭」を通じた高齢者との交流事業

を実施している。 

３課題 

・地区ごとに納涼祭など夏祭りが実施され、盆踊りを披露する機会はある

ものの、「三方原音頭」を流したり、踊ったりする機会が減少している。 

・数十年前から地元に根付いていた「三方原音頭」を知っている世代が減

りつつあり、関心が薄れ始めている。 

内  容 

１目的 

・地区内の小学生に「三方原音頭」（作詞作曲：故佐伯一郎（1937～2020）

＜浜松市中央区元浜町＞）の踊りの実技演習を実施し、歌詞を通じて地

元の歴史を学び、各地区の納涼祭などで曲を流し、皆で踊ることにより

「三方原音頭」を継承し、再興を図る。 

２内容 

・活動用音源 CDの作成・配布（3小学校、18自治会等） 

・活動場所：三方原小学校、豊岡小学校、初生小学校の体育館 

・参加予定人員： 140 人～170 人程度（１回あたり） 

・参加予定者：各学校から指定された学年児童 120 人程度（＋保護者） 

三方原地区コミュニティ協議会  3 人 

三方原地区社会福祉協議会 5 人 

三方原地区老人クラブ連合会 5人  

初生・三方原地区民生委員児童委員協議会 5人 

三方原地区自治会連合会 5 人 

・活動内容：「三方原音頭」の実技演習と歌詞を通じた歴史学習 

第 1回 令和 8年 11 月～12 月 (90 分) (仮)3 年生 4クラス 115 名 

    豊岡小学校体育館 

第 2回 令和 8年 11 月～12 月(90 分) (仮)3 年生 4クラス 111 名 

    三方原小学校体育館 

第 3回 令和 9年 1月～2月(90 分) 1 年生 3クラス 103名＋保護者 

    初生小学校体育館 

・実施時期：令和 8年 5月～令和 9年 2月 

３委託先 三方原地区コミュニティ協議会 

４事業費 230 千円 
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令和８年度協働センター等を核とした地域課題解決事業について 

中央区区振興課（県居協働センター） 

件  名 小学生の居場所づくり事業「みんなの『ほっと』スペース」 

事業の概要 

(背景、経緯、 

 現状、課題等) 

１背景 

・県居協働センターの所管地域にある 3 小学校（西・県居・鴨江）にて放

課後児童会は慢性的に満員となっている状態である。 

・優先的に低学年が入会することから 4 年生以降は基本的に入会ができて

おらず、放課後の居場所に困っているといる現状である。 

・西小学校の学校運営協議会に出席した際にも、校長から「児童の放課後

の居場所づくりについて困っている」と話があった。 

２経緯 

・協働センターは施設の貸出運営をしており、また過去には放課後児童会

を委託設置していた実績もあることから、ハード面において児童の受け

入れ能力を有している。これを活用して本件の課題解決に寄与できる事

業を検討した。 

・事業実施に当たって、当協働センターを拠点に活動し条件に合致する団

体があることから、当該団体に委託することで事業実施が可能であると

判断した。 

３課題 

・放課後における児童の孤立や生活習慣の乱れ、事故や犯罪のリスク増加

等が懸念されることから、児童の居場所を確保する必要となる。 

 

内  容 

１目的 

・放課後児童会を利用できない児童に対し、協働センターを拠点とした安

心安全な「居場所」を提供し、孤立の防止および心身の健全な育成を図

る。 

２内容 

・活動場所：県居協働センター 

・参加予定人員：各月 25 名 

・参加対象：小学生（西・鴨江・県居小学校） 

・実施時期：令和 8年 8月～12 月 

（各月募集・全 20 回、週 1回程度で開催） 

・活動内容： 

各回すべてにおいて、宿題補助のほか、塗り絵や折り紙などの工作系の

遊び、体操やスポーツなど運動系の遊びを、児童の要望を聞きながら実

施する。 

※民生委員・児童委員、県居協働センターの地域活動団体、高校生ボラン

ティア等が運営に協力予定。 

３委託先 フットサルクラブ Sfida 

４事業費 220 千円 

 

 

< 39 >



 

< 40 >



令和８年度協働センター等を核とした地域課題解決事業について 

中央区区振興課（西部協働センター） 

件  名 「城北地区モルック体験会及びモルック大会」開催事業 

事業の概要 

(背景、経緯、 

 現状、課題等) 

１背景 

・地域コミュニティにおける住民相互のつながりが希薄化し、世代間交 

流の機会が減少している。 

・急速な温暖化が進んでおり、夏に屋外で家族交流をできる場所が減少し

ている。 

２経緯 

・地区内の高齢者やこどもの活動や世代間交流の機会が減少傾向にある。 

３現状 

・令和７年度に城北地区モルック体験会及びモルック大会を開催したとこ

ろ、城北地区の多様な地域・年齢層の参加者が訪れ大盛況に終わった。 

４課題 

・コミュニティの活性化に繋がり、交流の機会を確保できる本事業をどの 

 ように活用していくかが課題である。 

 

内  容 

１目的 

・令和７年度好評であったモルック体験会及びモルック大会を継続して実

施し、地域内の認知度を向上させ参加者を確保する。 

・夏休み期間に親子を対象としたモルック体験会を実施し、夏休みの家族

交流の選択肢を拡充する。 

２内容 

（1）モルック体験会（親子向け） 

・期間：令和 8年 7月 1日～令和 8年 8月 31 日 計 2 回 

・会場：西部協働センター ホール 

・定員：36 人（1チーム 4人×9チーム） 

（2）モルック体験会（全世代対象） 

・期間：令和 8年 6月 1日～令和 9年 1月 31 日 計 10 回 

・会場：西部協働センター ホール 

・定員：36 人（1チーム 4人×9チーム） 

（3）モルック大会 

・日程：令和 9年 1月 31 日（日） 

・会場：広沢小学校体育館（予定）  

・定員：72 人（１チーム 4人×18 チーム） 

 

＜共通＞ 

・講師 ：広沢小学校区体育振興会 

・参加者：城北地区地域住民 

・周知方法：各自治会   → 子ども会、高齢者サロン等へ周知 

協働センター → 協働センターだより等で周知 

３委託先  広沢小学校区体育振興会 

４事業費 264 千円 
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